
団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 128.8 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 111.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 91.9 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 96.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 64.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 48.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 126.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

青年部育成事業 若手経営者・後継者である青年
部員は、社会経験や経営に関す
る知識が不足しており、将来の
経営に支障をきたすことが予想
されるため、経営に関する勉強
会を開催し、資質向上に努める
ことを目的とする。また、各種
イベントの実施により、地域社
会の発展に寄与し、また企画運
営することで異業種間の情報交
換および経営力の向上を図るこ
とを目的とする。

・勉強会　1回　13人
・デジタル体験事業
　（Eスポーツ）
　 515人（体験児童数）
・地域貢献事業
　2回　30人

小規模事業者

指標

事業参加人数

440

今後の展開・改善点等

引き続き事業への
参画を求め、意識
改善による経営資
質向上に努める。

参加事業者がより
参加し易い環境を
整備し、小規模事
業者の経営の一助
となるよう支援し
ていく。

現行どおりの方法
で行う。廃業・法
人成りによる減少
が著しい為、目標
を下げた。委託者
のニーズを汲み取
り、新規事業者確
保に努めたい。

小規模事業者の
ニーズに対する収
集力を高めると共
により多くの事業
者に効率良く受講
して頂けるように
努める。

コロナ禍も落ち着
き、地域貢献や経
営に関する勉強会
などを実施するこ
とで、経営者とし
てさらなる資質向
上および、部員同
士の連携力強化を
図りたい。

Ａ

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

実
施
側
の

事
業
評
価

組織強化に重点を
おいた交流を図る
ことを目的として
改善を図っていき
たい。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

実績
数値

558
目標
数値

指標

産業まつりにて「デジタル体験
事業」を初開催し、職業体験事
業で培ったノウハウを活用して
盛況に実施できた。「地域貢献
事業」は福祉施設での修繕作
業、夜間のパトロールを実施
し、地域住民と良い関係性を築
くことができた。
またInstagramセミナーを開催
し、デジタルコンテンツが苦手
な部員でも情報発信ができるよ
うになったため、経営者として
の資質向上につながった。

総
合
評
価

実績
数値

地域振興事業 地域における懇談や会員仲間づ
くりネットワーク化事業等によ
る会員相互の交流促進で組織基
盤の強化を図り、年賀会等地域
に係る方々との交流会などを実
施することで地域全体の活性化
を図ることを目的とする。

・商工女性交流会
　2回　15名
・会員日帰り旅行
　1回　12名
・会員交流ゴルフ
　1回　60名

小規模事業者

指標
事業参加人数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

指標
参加事業所数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事

業

者

へ

の

調

査

結

果目標
数値

180
実績
数値

87
目標
数値

指標

新型コロナウイルスの影
響で中止せざるを得ない
行事があり回数及び参加
者は減少したが、コミュ
ニケーション効果による
組織基盤の強化を図るこ
とはできた。

実績
数値

目標
数値

320
実績
数値

206
目標
数値

指標

各種委員会等に参画する
ことにより、参加者の経
営に対する意識が改善さ
れ、その波及効果で地域
全体の事業者の資質向上
が図られた。

総
合
評
価実績

数値

参加企業数部会・委員会事業 各種委員会による活動を通じ
て改善意識の啓蒙と参加事業
者に対する資質向上効果を目
的とする。

・総代会　1回 　56名
・理事会　6回　146名
・商業部会飲食委員会
　　　　　　1回　4名
　

構成委員及び
該当事業者等

指標

祭典事業 地域産業を広く紹介し、地域
経済・産業の発展を図るとと
もに、市民とともに明るく住
みよい豊かな地域社会を築く
ことを目的とする。

・10月22日・23日
　知多市役所周辺にて開催
・参加事業所数　48事業所

小規模事業者

目標
数値

目標
数値

50
実績
数値

48
目標
数値

指標

出店により自社PRを行う
ことができ、新規顧客獲
得に結びつけることがで
きた。

実績
数値

講習会 多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとっ
て必要な金融・税務・経理・
労働・情報化等の知識習得や
時事的な問題についての啓蒙
を図り、事業者の資質の向上
と円滑な事業運営に資するこ
とを目的とする。

・集団指導　6回　125人
・個別指導　7回 　11人

小規模事業者

指標

目標
数値

1,000

正しい記帳による、自社
の正確な経営・財務状況
の把握及び適正な税務対
策の講じ方の習得ができ
た。

総
合
評
価

指標

集団講習会については、今
後の経営活動に大きく関連
するインボイス制度のセミ
ナーや商品開発のセミナー
を企画・実施したことで受
講者増加の一助となった。
個別相談会については、新
型コロナウイルスの影響等
でニーズが高まり参加者が
増加した。小規模事業者の
より具体的な相談事を質疑
応答等で解決した。

総
合
評
価

実績
数値

講習会受講者数

目標
数値

148
実績
数値

136
目標
数値

コロナとの共生を模索していく
中で、消費者の行動が確実に変
化する上に、世界情勢の変化に
よるコストアップも確実な状況
であるため、今後、小規模事業
者を取り巻く環境は益々厳しく
なることが予想される。そこ
で、経営改善を中心に経営の安
定化を目的に、市内小規模事業
者に対して広く相談事業を実施
する。

・巡回窓口相談指導延件数
　1,878件（うち非会員0件）
・課題解決提案　30件

記帳継続指導

小規模事業者

指標

記帳継続指導延回数

指標

商工会の職員が個人事業主等
を対象に正しい記帳方法の指
導と決算・確定申告の指導を
行い、適正な税務申告と計数
管理による経営力の向上に結
びつけることを目的とする。

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

実績
数値

・記帳継続指導延回数
　　　　　 1,118回
・指導企業数　83件
・指導日数 　666日

1,118
目標
数値

実績
数値

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

小規模事業者への
5年に1回の訪問を
基本姿勢とし、継
続指導の必要性が
ある事業所への複
数回の訪問を行う
ことで指導メリッ
トの普及に努め
る。

新型コロナウイルスの影
響を受けた小規模事業者
に対し巡回や窓口を通し
て国、県、市の支援策を
活用し、支援を行うこと
により著しい経営の悪化
を免れた。

実績
数値

301,878
目標
数値

1,458
実績
数値

目標
数値

30

巡回・窓口相談指
導事業

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

今後の展開・改善点等
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 96.1 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 91.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 105.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 99.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 115.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.9 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

目標
数値

1,160

福利厚生事業 事業所の経営・雇用の持続的
な安定を図るため、各種共済
制度の普及を通して、事業所
の健全な育成に資することを
目的とする。

各共済について、事業所に適
した共済を勧誘した。
・加入　　　　　　12件
・廃業、任意解約　46件
・各種共済加入件数
　　　　　　 　1,115件

小規模事業者

指標

各種共済加入件数

受診事業所数

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

目標とする各種共
済加入件数を1130
件とし巡回・窓口
指導により小規模
事業者に適した共
済の加入勧奨に努
める。1,115

目標
数値

指標

各共済について、事業所
に適した共済を勧奨した
ことにより、事業所の経
営・雇用の持続的な安定
を図ることができた。

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

より多くの小規模
事業者に従業員の
健康管理について
認識してもらうよ
う努める。

目標
数値

100
実績
数値

91
目標
数値

指標

従業員の健康管理面の整
備に役立ち、ひいては雇
用の安定や改善、企業イ
メージ向上が図られた。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

健康普及事業 従業員の健康診断は経営者への
義務付けがされており、小規模
事業者の福利厚生コスト削減、
あるいは健康管理意識の確立と
いう観点から、集団検診によ
る、受診コスト削減メリットの
提供とともに、福利厚生環境の
充実を図り、小規模事業者の雇
用安定支援の一助とすることを
目的とする。

実施機関　一般社団法人　半
田市医師会健康管理センター
にて、定期健康診断事業を4
日間実施した。
7月12、13、14、15日
会場は知多市勤労文化会館
（やまももホール）

小規模事業者

指標

実績
数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

巡回及び窓口指導
により労働保険未
加入事業所の解消
に努める。

委託事業所の事務処理に
係る負担軽減と、労働保
険未加入事業所への啓蒙
促進を図ることができ
た。

目標
数値

305
実績
数値

309
目標
数値

実績
数値

労働保険事業 労働保険事務の委託によって、
小規模事業者の事務処理負担の
軽減が図られるとともに、各種
届出にかかる事務処理や労働保
険料の申告にかかる適正化が図
られることで、小規模事業者の
経営支援に貢献することを目的
とする。

・新規労働保険事務委託
　事業所数　30件
・委託換え、廃業等による
　事務委託解除事業所数
　　　　　　20件
・事務委託事業所数
　　　　　 309事業所

小規模事業者

指標
事務委託事業所数

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

ペコロスフェアを廃
止して、次年度以
降、自社ブランドの
商品開発を推進する
ことを目的に地域の
基幹店にて物産展
(ちたもんフェア)を
開催する予定。

梅まつり共同宣伝事
業に関しては概ね良
好なので現状を維持
していく予定。

目標
数値

36
実績
数値

38
目標
数値

実績
数値

商店街振興事業
（かんばる商店街
事業）

（ペコロスフェア）
小規模事業者の持続的経営を可能
にするため共通のテーマの元、各
個の特色を生かした商品を開発
し、地域の消費者に共同宣伝やイ
ベントを行うことを目的とする。

（梅まつり共同宣伝事業）
当地区最大イベントである梅まつ
り期間中に会場内にて市内店舗の
共同宣伝を行い観光客を市内に誘
引することを目的とする。

(ペコロスフェア)
知多市産ペコロスを使用した共通
のテーマを元に参加店舗がメ
ニューを開発し共同宣伝チラシに
て消費者に広報を行った後、2カ月
間フェアを行った。
実施期間
令和4年9月1日～10月31日
参加店舗数　12店舗

（梅まつり共同宣伝事業）
観光客を市内に誘引することを目
的とし梅まつり会場内にて参加店
舗を掲載したチラシを配布した。
実施期間
令和5年2月11日～3月12日
参加店舗数　26店舗

小規模事業者

指標

参加店舗数

指標

（ペコロスフェア）
地域の特産品使用を共通
テーマにした効果で、各参
加店舗の認知度向上及び来
客数の増加に繋がった。

（梅まつり共同宣伝事業）
梅を散策しに来た観光客を
対象にチラシを配布し、市
内飲食店での昼食を促し
た。効果として例年と変わ
らない来客数があり、飲食
店の経営の一助となった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

現在、この事業の
背景・目的は達成
されていると思わ
れ、又事業所の要
望にも応えられて
いると思われるの
で、今後も現行ど
おりこの事業を実
施する。

目標
数値

200
実績
数値

198
目標
数値

実績
数値

商店街振興事業
（街路灯維持管理
事業）

夜間における快適な買い物や
交通事故の防止、防犯の役
割、スポンサーの広告など、
街路灯の維持管理事業を通じ
て、地域の発展と明るく活力
のある街づくりに寄与するこ
とを目的とする。

・修理件数　　　54基
・現街路灯基数 198基

街路灯設置ス
ポンザー事業

所

指標

街路灯維持管理基数

指標

地域商工業の発展と、明
るく活力のある街づくり
に貢献できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

求人情報の拡充を
図り、利便性を高
め、事業者の積極
的な経営姿勢をサ
ポートしていく。
また経営に資する
情報提供の場とし
ていく。

目標
数値

20
実績
数値

23
目標
数値

実績
数値

情報化推進事業 会員事業者の地域でのビジネ
スチャンスの拡大、企業イ
メージの向上、雇用対策上の
情報提供等を促進するための
ツールとして活用することを
目的とする。

情報発信として有効なツール
「商工会ホームページ」上に
ある求人紹介ページについて
雇用対策の一環として事業者
に支援した。
・ホームページ求人紹介への
月間平均アクセス数　23件

小規模事業者

指標

ホームページ求人紹介
月間平均アクセス数

指標

雇用対策上の情報提供に
より、会員事業者の経営
資源確保を図ることがで
きた。また、コロナ禍に
おいての非対面での情報
発信ツールとして高い効
果があった。

インボイス制度への登録
対応等、小規模事業者に
とって必要な施策の周知
を十分に図ることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

目標とする発行部
数を維持しつつ引
き続き小規模事業
者にとって必要な
施策等の情報提供
に努める。目標

数値
7,700

実績
数値

7,926
目標
数値

実績
数値

調査・広報事業 小規模事業者への緊急を要す
る案件の調査及び広報や定期
的な施策、事業活動案内を周
知させることを目的とする。

・定期的広報　年7回
　4月28日　1,128部
　6月 8日　1,132部
　7月14日　1,131部
　9月14日　1,136部
 10月13日  1,136部
　2月 5日  1,135部
  1月26日  1,128部

小規模事業者

指標
広報発行部数

指標

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 知多市商工会

得られた効果 備考

２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

今後の展開・改善点等
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 78.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 45.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 廃止

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

引き続き小規模事
業者の従業員募集
活動の一助となる
よう努める。

目標
数値

50
実績
数値

39
目標
数値

実績
数値

雇用促進事業 小規模事業者にとって有能な
人材を確保することは、なか
なか困難である。求人情報を
活用することで、募集活動の
一助とし、雇用機会の安定を
図り、経営安定に資すること
を目的とする。

求人情報を提供し労働力確保へ
の支援を行うことができた。
・求人情報掲載所
知多市商工会ホームページ
（求人紹介）
知多市役所１F
（知多市ふるさと
　　　　　ハローワーク）
・求人情報掲載件数　39件

小規模事業者

指標

求人情報事業
求人情報掲載件数

指標

小規模事業者としての広
報宣伝力の弱さを補うも
のとして、求職希望者へ
の、求人情報提供ができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

令和4年度を以っ
て事業を終了す
る。

目標
数値

60
実績
数値

27
目標
数値

実績
数値

人材育成事業 珠算検定事業を実施すること
で、次世代の能力開発を目的
とする。

・珠算検定
 6月19日　受験者 10名
 9月11日  受験者  3名
11月20日　受験者  8名
 2月19日  受験者  6名

管内一般住民

指標
受験者数

指標
若年層への能力開発の一
助となった。

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


